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１　審査の対象

令和６年度関西広域連合一般会計歳入歳出決算

２　審査の方法

　また、当年度に実施した定期監査、事務監査及び例月現金出納検査等の結果も参考にして審
査を行った。

３　審査の結果

　審査に付された歳入歳出決算書、諸調書は、いずれも関係法令に準拠して作成され、決算計
数に相違ないことを確認した。

　予算執行及び財産管理については、適正に行われていると認められた。

　一般会計に係る歳入歳出決算書、決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する
調書及び附属書類が関係法令に準拠して作成されているかどうか確認するとともに、これらの
計数について関係諸帳簿及び関係資料を抽出照査し、併せて関係職員から説明を聴取した。
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４　決算の概要

  (1) 一般会計の状況

    ア　決算収支

   決算収支の状況は、次のとおりである。

（単位：円、％）

歳入（Ｂ／Ａ）

歳出（Ｃ／Ａ）

本年度は、予算現額　　4,574,518,000円 　に対し

　　　　　歳 入 額　　4,519,861,479円 　

　　　　　歳 出 額 4,460,493,543円 　で

　　　　　差引額は、　　59,367,936円 　となっている。

翌年度に繰り越すべき財源はないため、実質収支額は、59,367,936円である。

98.81
予 算 執 行 率

形 式 収 支（Ｂ－Ｃ）Ｄ

4,519,861,479

歳  出 　　　額 Ｃ 4,460,493,543

59,367,936

翌年度に繰り越すべき財源 Ｅ 0

4,574,518,000

歳  入 　　　額 Ｂ

　　　　　　　　　　 　年　度
 　区　分

実 質 収 支（Ｄ－Ｅ）Ｆ 59,367,936

97.51

令和６年度

予 算 現 額 Ａ
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イ　歳入

 歳入予算の執行状況は、次のとおりである。

（単位：円、％）

款 予算現額 Ａ 調 定 額 Ｂ 収入済額 Ｃ
不　納
欠損額

収　入
未済額

収入率
Ｃ／Ａ

収入済額
の構成比

分 担 金 及 び
負 担 金

2,085,886,000 2,085,944,812 2,085,944,812 0 0 100.00 46.15

使 用 料 及 び
手 数 料

226,259,000 215,192,800 215,192,800 0 0 95.11 4.76

国 庫 支 出 金 1,003,367,000 997,923,587 997,923,587 0 0 99.46 22.08

財 産 収 入 4,000 21,171 21,171 0 0 529.28 0.00

寄 附 金 5,001,000 0 0 0 0 0.00 0.00

繰 入 金 935,440,000 896,835,705 896,835,705 0 0 95.87 19.84

繰 越 金 68,729,000 68,728,362 68,728,362 0 0 100.00 1.52

諸 収 入 249,832,000 255,215,042 255,215,042 0 0 102.15 5.65

計 4,574,518,000 4,519,861,479 4,519,861,479 0 0 98.81 100.00
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ウ　歳出

 歳出予算の執行状況は、次のとおりである。

（単位：円、％） （単位：円、％）

款 予算現額 Ａ 支出済額 Ｂ
翌 年 度
繰越額Ｃ

不 用 額
Ａ－（Ｂ＋Ｃ）

執行率
Ｂ／Ａ

支出済額
の構成比

議 会 費 18,033,000 17,430,790 0 602,210 96.66 0.39

総 務 費 429,885,000 414,701,030 0 15,183,970 96.47 9.30

広 域 防 災 費 19,660,000 17,110,559 0 2,549,441 87.03 0.38

広域観光・文化・ス
ポ ー ツ 振 興 費

160,582,000 145,456,514 0 15,125,486 90.58 3.26

広域産業振興費 74,068,000 69,430,585 0 4,637,415 93.74 1.56

広 域 医 療 費 1,731,780,000 1,710,203,459 0 21,576,541 98.75 38.34

広域環境保全費 47,388,000 46,858,958 0 529,042 98.88 1.05

資 格 試 験
・ 免 許 費

293,421,000 258,153,687 0 35,267,313 87.98 5.79

広域職員研修費 1,853,000 1,728,332 0 124,668 93.27 0.04

関西パビリオン
設 置 運 営 費

1,792,847,000 1,779,419,629 0 13,427,371 99.25 39.89

公 債 費 1,000 0 0 1,000 0 0

予 備 費 5,000,000 0 0 5,000,000 0 0

計 4,574,518,000 4,460,493,543 0 114,024,457 97.51 100
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(2) 実質収支の状況

 実質収支の状況は、次のとおりである。

（単位：千円）

金　　額

4,519,861

4,460,494

59,368

４　翌年度へ
(1) 継続費逓次繰越額 0

    繰り越す (2) 繰越明許費繰越額 0

    べき財源
(3) 事故繰越し繰越額 0

計 0

59,368

29,684

区　　分

１　歳　  　入　  　総　  　額

２　歳　　  出　 　 総　  　額

３　歳　入　歳　出　差　引　額

５　実　  質　  収　  支  　額

６　実質収支のうち地方自治法第233条
　  の２の規定による基金繰入額
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５　財産の状況

(1) 公有財産

前年度末 決算年度中 決算年度末
現 在 高 増　減　高 現　在　高

土 地 及 び 建 物 等 該当なし 該当なし 該当なし

(2) 物　品

前年度末 決算年度中 決算年度末
現 在 高 増　減　高 現　在　高

機 械 器 具 類 　　　４点 ０点 　　　４点

（備考）本表は、１点100万円以上の備品を対象としている。

        決算年度末現在高の内訳は、ドクターヘリ搭載消防救急無線（４台）である。

(3) 債　権

前年度末 決算年度中 決算年度末
現 在 高 増　減　高 現　在　高

貸 付 金 等 該当なし 該当なし 該当なし

(4) 基　金

前年度末 決算年度中 決算年度末
現 在 高 増　減　高 現　在　高

財 政 調 整 基 金 0千円 0千円 0千円

資 格 試 験 等 基 金 190,180千円 △ 19,350千円 170,830千円

2025 年 日 本 国 際 博 覧 会
関西パビリオン設置運営基金

64,578千円 △ 26,676千円 37,902千円

区　　分

区　　分

区　　分

区　　分
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